
有明海、八代海、橘湾海域における貧酸素水塊の
発生状況
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平成28年度委員会報告（貧酸素観測事例）

有明海奥部
諫早湾

橘湾

八代海

平成28年度委員会報告では、貧酸素観測の事例が示された。

六角川感潮域
福岡県海域
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有明海奥部及び諫早湾

2018年8月6日 2019年7月26日 2019年8月26日 2020年7月29日

2021年8月2日 2021年8月31日 2022年8月4日 2022年8月18日
有明海奥部及び諫早湾で貧酸素水塊が別々に形成された。 2



有明海奥部における貧酸素水塊の短期変動（令和2年度）

基本的に塩分差が大きいときに底層DOは低下する傾向

筑後川流量が増加後に塩分差は大きくなる傾向

台風9号、10号の
影響による貧酸素解消
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有明海奥部における貧酸素水塊の短期変動（令和3年度）
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有明海奥部における貧酸素水塊の短期変動（令和4年度）
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有明海奥部における貧酸素水塊の短期変動（令和5年度）
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諫早湾における貧酸素水塊の短期変動（令和2年度）

諫早湾も塩分差や水温差が増すと貧酸素化する傾向

台風9号、10号の
影響による貧酸素解消

大潮期に
貧酸素解消
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諫早湾における貧酸素水塊の短期変動（令和3年度）
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諫早湾における貧酸素水塊の短期変動（令和4年度）

7月上旬から8月末まで他の年よりも全体的に貧酸素状態の時間が長い
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諫早湾における貧酸素水塊の短期変動（令和5年度）
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平成30年度（2018年度）から令和４年（2022年
度）までの５か年調査を実施したところ、大規
模な出水や赤潮の発生時に一時的な溶存酸
素の低下が確認された。

熊本県海域
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八代海

2018年8月6日 2019年7月26日 2019年8月26日 2020年7月29日

2021年8月2日 2021年8月31日 2022年8月4日 2022年8月18日
球磨川より奥部（Y1、Y2海域）で貧酸素水塊が形成 12



橘湾

底層（B-1）DO（％）の分布
2022年8月22日 水温の鉛直分布

※岡山紘介（2007）：夏季の橘湾底層における低酸素水塊の発達・消滅機構．長崎大学修士論文

※

観測点
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まとめ

有明海奥部及び諫早湾で貧酸素水塊が別々に形成された。
有明海奥部，諫早湾では塩分差や水温差が増すと貧酸素化する傾向が見
られた。また、台風や大潮期に貧酸素が解消する

球磨川より奥部（Y1、Y2海域）で貧酸素水塊が形成
熊本県海域では、大規模な出水や赤潮の発生時に一時的な溶存酸素の
低下が確認された。

橘湾では、毎年貧酸素水塊が観測され、第2躍層の下層で貧酸素化が進
行すること、有明海からの出水が早崎瀬戸で混合・低塩分化され橘湾中層
への貫入することが示唆された。

平成28年度報告からの進捗

有明海奥部及び諫早湾における密度成層と貧酸素変動の関係の再確認
有明海熊本県海域の観測事例の追加
橘湾での観測事例とメカニズムの推察
八代海での観測事例の強化（空間分布）
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貧酸素水塊の発生状況に関する文献

感潮河川の貧酸素化
(1)六角川の貧酸素化
 Hayami et al(2019)
 速水・髙巣(2024発表予定) 陸水学会講演要旨
(2)筑後川の貧酸素水塊
 筑紫・金澤(2004)
 有明海奥部の貧酸素水塊とは別に感潮河川内だけで貧酸素水塊が形成されていること、
六角川と同様に大潮時に発達することを確認済み（速水，未発表）。

(3)塩田川の貧酸素水塊
 速水（2023）鹿島市受託事業報告書
 2024年の調査ではさらに上流まで調べた結果、かなり大規模な貧酸素化が生じている
 ことを確認済み（速水，未発表）。
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